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1. 平成28年3月期第1四半期の業績（平成27年4月1日～平成27年6月30日） 

 

(2) 財政状態 

  

(1) 経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

28年3月期第1四半期 7,037 ― 76 ― 119 ― 112 ―
27年3月期第1四半期 ― ― ― ― ― ― ― ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

28年3月期第1四半期 9.81 ―
27年3月期第1四半期 ― ―

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

28年3月期第1四半期 22,120 12,061 54.5
27年3月期 22,613 12,109 53.5
（参考）自己資本 28年3月期第1四半期 12,061百万円 27年3月期 12,109百万円

2. 配当の状況 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無 

平成27年3月期期末配当金の内訳 普通配当 9円00銭 本社移転記念配当 5円00銭 

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

27年3月期 ― ― ― 14.00 14.00
28年3月期 ―
28年3月期（予想） ― ― 10.00 10.00

3. 平成28年 3月期の業績予想（平成27年 4月 1日～平成28年 3月31日）  
（％表示は、対前期増減率）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無  

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 35,000 △1.5 1,240 △3.6 1,360 △5.2 750 △8.8 65.13



(1) 四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無 

(2) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

(3) 発行済株式数（普通株式） 

※ 注記事項

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無
② ①以外の会計方針の変更 ： 無
③ 会計上の見積りの変更 ： 無
④ 修正再表示 ： 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 28年3月期1Q 11,800,000 株 27年3月期 11,800,000 株
② 期末自己株式数 28年3月期1Q 285,468 株 27年3月期 284,570 株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 28年3月期1Q 11,515,400 株 27年3月期1Q 11,516,240 株

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく四
半期財務諸表のレビュー手続は終了していません。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
(将来に関する記述等についてのご注意） 
・本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、その
達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及
び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資料３ページ「１．当四半期決算に関する定性的情報 （3）業績予想などの将来予測情報に関す
る説明」をご覧ください。 
 
・平成27年4月1日付で連結子会社であった東京ガスライフバル西むさし株式会社は、株式移転による共同持株会社を設立し、その完全子会社となりました。そ
の結果、連結子会社から除外しております。なお、平成28年3月期第1四半期累計期間より非連結決算に移行したことから、前年同四半期累計期間との比較分
析は行っておりません。 
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１．当四半期決算に関する定性的情報 

（１）経営成績に関する説明 

  当第１四半期累計期間におけるわが国の経済および景気動向は、中国経済の減速や資源国の不安定化といった海外

経済の影響や円安による物価の上昇など不安材料は残っているものの、日銀による金融緩和策の継続や政府の経済財政

政策を背景に輸出産業を中心とした企業収益の改善や設備投資にも持ち直しの動きがみられることに加え、個人消費に

ついても、雇用情勢の改善や賃金所得底上げの動きの活発化により弱いながらも持ち直しの動きがみられるなど、景気

は緩やかな回復基調で推移いたしました。 

  

 このような経済環境のもと当社グループにおきましては、主要取引先であります東京ガス株式会社の設備投資計画に

よる受注が堅調に推移したほか、ガス設備新設工事においても昨年度並みの受注を確保することができました。また、

新築建物に関連した給排水衛生設備工事についても、受注環境の改善に伴い採算性を重視した受注を大幅に伸ばすこと

ができましたが、前年度からの繰越案件も含め、第2四半期以降に完成となる案件が多く、当第1四半期には完成に至り

ませんでした。この結果、当第1四半期累計期間における業績は、売上高7,037百万円、営業利益76百万円、経常利益119

百万円、四半期純利益112百万円となりました。 

  
  

セグメント別の状況は次のとおりであります。 

ガス工事事業 

ガス導管工事において、主要取引先であります東京ガス株式会社や北海道ガス株式会社の設備投資計画による受注が

堅調を維持いたしました。また、ガス設備新設工事においても、新築ガス化営業施策の継続的な推進や得意先ごとのニ

ーズに対応した付加価値提案営業のさらなる強化を実施したことによりアパートなどの集合住宅を中心に堅調に推移し

たほか、マンションなどの高層住宅給湯・暖房工事につきましても、東京ガス株式会社より安定的な受注を確保するこ

とができました。この結果、売上高は6,435百万円、経常利益は170百万円となりました。 

  
  建築・土木工事事業 

 工場施設関連の営繕工事において、景気回復に伴う顧客企業の設備投資意欲の増大により、安定した受注を確保する

ことができました。東京電力株式会社関連では、電設保守工事において厳しい受注環境の中、効率的な工程・施工管理

により堅調に推移いたしましたが、管路埋設工事については、工期が中長期にわたる複数の大規模案件が第2四半期以降

の完成となりました。また、受注環境の改善により、前年度から受注を大幅に伸ばしている新築建物関連における給排

水衛生設備工事についても完成が第2四半期以降となる案件が多く、当第1四半期において完成には至りませんでした。

この結果、売上高は487百万円、経常損失29百万円となりました。 

  

 その他事業 

 エネリア静岡東において、リフォーム工事は前年度からの繰越案件も多く、最重点機器としているエネファームの受

注も堅調に推移したことに加え、一般ガス機器販売についても販売競争の激化が続くなか、提案力強化に向けた営業担

当者教育を継続実施したことにより、堅調に推移いたしました。この結果、売上高96百万円、経常損失20百万円となり

ました。 

  
  
  
  

 

株式会社協和日成（1981）　平成28年３月期　第１四半期決算短信

2



（２）財政状態に関する説明 

①資産、負債及び純資産の状況 

当第１四半期会計期間末の総資産は、前事業年度末の22,613百万円に比べて493百万円減少し、22,120百万円とな

りました。これは、現金及び預金が555百万円増加し、未成工事支出金が1,404百万円増加しましたが、完成工事未

収入金が2,542百万円減少したことなどが主な要因であります。 

 

 負債合計は、前事業年度末の10,504百万円に比べて445百万円減少し、10,058百万円となりました。これは、未成

工事受入金が504百万円増加しましたが、工事未払金が1,065百万円減少したことなどが主な要因であります。 

 

 純資産合計は、前事業年度末の12,109百万円に比べて47百万円減少し、12,061百万円となりました。これは、当

第１四半期純利益を112百万円計上しましたが、配当金に係る利益剰余金が161百万円減少したことなどが主な要因

であります。 

 

②キャッシュ・フローの状況 

当第１四半期累計期間における現金及び現金同等物（以下、「資金」という。）は、5,339百万円となりました。

 

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

当第１四半期累計期間の営業活動による資金は701百万円の収入となりました。主なプラス要因は売上債権の減少

2,477百万円、未成工事受入金の増加504百万円などであり、主なマイナス要因は、未成工事支出金の増加1,404百万

円、仕入債務の減少1,045百万円などであります。 

 

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

当第１四半期累計期間の投資活動による資金は15百万円の収入となりました。主なプラス要因は、貸付金の回収

による収入14百万円などであります。 

 

（財務活動によるキャッシュ・フロ－） 

当第１四半期累計期間の財務活動による資金は161百万円の支出となりました。主なマイナス要因は、長期借入金

の返済による支出59百万円、配当金の支払96百万円などであります。 

  
  
  

（３）業績予想などの将来予測情報に関する説明 

 平成28年３月期の個別業績予想につきましては、主要事業における受注が順調に推移しており、今後の受注について

も堅調であることが見込まれるため、平成27年５月15日付の「平成27年３月期 決算短信」で発表いたしました個別業

績予想に変更はありません。 
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２．サマリー情報(注記事項)に関する事項 

（１）四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

    該当事項はありません。 

  

  

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

    該当事項はありません。 
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３．四半期財務諸表 

（１）四半期貸借対照表 

  

 

                      (単位：千円) 

                    
前事業年度 

(平成27年３月31日) 
当第１四半期会計期間 
(平成27年６月30日) 

資産の部     

  流動資産     

    現金及び預金 4,784,217 5,339,525 

    受取手形 668,405 776,878 

    完成工事未収入金 6,416,183 3,874,028 

    未成工事支出金 2,642,615 4,046,704 

    商品及び製品 2,671 3,417 

    原材料及び貯蔵品 47,957 50,089 

    その他 737,414 764,109 

    貸倒引当金 △24,750 △17,661 

    流動資産合計 15,274,714 14,837,092 

  固定資産     

    有形固定資産     

      建物及び構築物（純額） 1,934,718 1,907,311 

      機械装置及び運搬具（純額） 12,370 11,593 

      工具、器具及び備品（純額） 139,776 136,750 

      土地 1,917,881 1,917,881 

      リース資産（純額） 24,907 22,997 

      有形固定資産合計 4,029,654 3,996,534 

    無形固定資産     

      リース資産 52,348 49,596 

      その他 27,324 27,324 

      無形固定資産合計 79,672 76,921 

    投資その他の資産     

      投資有価証券 2,039,855 2,185,967 

      その他 1,248,351 1,038,446 

      貸倒引当金 △58,788 △14,918 

      投資その他の資産合計 3,229,418 3,209,496 

    固定資産合計 7,338,745 7,282,951 

  資産合計 22,613,460 22,120,043 
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                      (単位：千円) 

                    
前事業年度 

(平成27年３月31日) 
当第１四半期会計期間 
(平成27年６月30日) 

負債の部     

  流動負債     

    支払手形 161,416 181,079 

    工事未払金 4,800,615 3,735,495 

    1年内返済予定の長期借入金 239,592 239,592 

    リース債務 20,010 19,856 

    未払法人税等 205,887 147,045 

    未成工事受入金 1,581,538 2,086,270 

    賞与引当金 644,646 982,090 

    その他 888,377 789,753 

    流動負債合計 8,542,085 8,181,184 

  固定負債     

    長期借入金 341,462 281,564 

    リース債務 63,075 58,226 

    退職給付引当金 1,052,642 1,066,675 

    役員退職慰労引当金 218,930 209,035 

    資産除去債務 40,486 40,711 

    その他 245,519 220,833 

    固定負債合計 1,962,115 1,877,046 

  負債合計 10,504,201 10,058,230 

純資産の部     

  株主資本     

    資本金 590,000 590,000 

    資本剰余金 1,918 1,918 

    利益剰余金 10,794,373 10,746,121 

    自己株式 △34,599 △35,052 

    株主資本合計 11,351,692 11,302,988 

  評価・換算差額等     

    その他有価証券評価差額金 757,566 758,824 

    評価・換算差額等合計 757,566 758,824 

  純資産合計 12,109,259 12,061,813 

負債純資産合計 22,613,460 22,120,043 
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（２）四半期損益計算書 

 第１四半期累計期間 

  

 

                    (単位：千円) 

                    当第１四半期累計期間 
(自 平成27年４月１日 
 至 平成27年６月30日) 

売上高 7,037,203 

売上原価 6,331,141 

売上総利益 706,062 

販売費及び一般管理費 629,419 

営業利益 76,642 

営業外収益   

  受取利息 661 

  受取配当金 16,920 

  受取手数料 7,267 

  貸倒引当金戻入額 9,110 

  雑収入 13,159 

  営業外収益合計 47,119 

営業外費用   

  支払利息 1,490 

  支払手数料 2,589 

  雑支出 353 

  営業外費用合計 4,433 

経常利益 119,328 

特別利益   

  事業分離における移転利益 22,625 

  特別利益合計 22,625 

特別損失   

  固定資産除却損 0 

  特別損失合計 0 

税引前四半期純利益 141,954 

法人税、住民税及び事業税 142,214 

法人税等調整額 △113,223 

法人税等合計 28,990 

四半期純利益 112,964 
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（３）四半期キャッシュ・フロー計算書 

  

 

                    (単位：千円) 

                    当第１四半期累計期間 
(自 平成27年４月１日 
 至 平成27年６月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

  税引前四半期純利益 141,954 

  減価償却費 48,244 

  貸倒引当金の増減額（△は減少） △50,958 

  賞与引当金の増減額（△は減少） 337,443 

  退職給付引当金の増減額（△は減少） 14,033 

  役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △9,894 

  受取利息及び受取配当金 △17,582 

  支払利息 1,490 

  事業分離における移転利益 △22,625 

  有形固定資産除却損 0 

  売上債権の増減額（△は増加） 2,477,506 

  未成工事支出金の増減額（△は増加） △1,404,089 

  たな卸資産の増減額（△は増加） △2,878 

  未成工事受入金の増減額（△は減少） 504,732 

  仕入債務の増減額（△は減少） △1,045,456 

  その他 △108,329 

  小計 863,590 

  利息及び配当金の受取額 17,537 

  利息の支払額 △1,265 

  法人税等の支払額 △178,473 

  営業活動によるキャッシュ・フロー 701,389 

投資活動によるキャッシュ・フロー   

  有形固定資産の取得による支出 △17,763 

  投資有価証券の取得による支出 △1,644 

  貸付金の回収による収入 14,323 

  その他 20,589 

  投資活動によるキャッシュ・フロー 15,505 

財務活動によるキャッシュ・フロー   

  長期借入金の返済による支出 △59,898 

  自己株式の取得による支出 △452 

  リース債務の返済による支出 △5,002 

  配当金の支払額 △96,233 

  財務活動によるキャッシュ・フロー △161,586 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 555,307 

現金及び現金同等物の期首残高 4,784,217 

現金及び現金同等物の四半期末残高 5,339,525 
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（４）四半期財務諸表に関する注記事項 

（継続企業の前提に関する注記） 

該当事項はありません。 

  

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記） 

 該当事項はありません。 

  

（セグメント情報等） 

  

  当第１四半期累計期間(自  平成27年４月１日  至  平成27年６月30日) 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

                                               （単位：千円） 

(注) １. 調整額は、以下のとおりであります。 

     (1)外部顧客への売上高の調整額は、工材販売手数料等の表示区分調整額18,203千円であります。 

(2)セグメント利益又は損失(△)の調整額△807千円は、各報告セグメントに配分していない全社費用であり、主

 に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。 

２. セグメント利益又は損失(△)は、四半期損益計算書の経常利益と調整を行っております。 

  

２. 報告セグメントの変更等に関する事項 

    該当事項はありません。 

  
３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

該当事項はありません。 

  

 

  報告セグメント 

合計 
調整額 
(注)１ 

四半期 

損益計算書 

計上額 

(注)２   
ガス工事 
事業 

建築・土木 
工事事業 

その他事業 

 売上高             

 (1)外部顧客に対する売上高 6,435,285 487,564 96,150 7,019,000 18,203 7,037,203 

 (2)セグメント間の内部売上高 

    又は振替高 
－ － － － － － 

計 6,435,285 487,564 96,150 7,019,000 18,203 7,037,203 

セグメント利益又は損失(△) 170,333 △29,639 △20,557 120,136 △807 119,328 
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４．補足情報 
（１）受注高、売上高の状況 

  
当第1四半期累計期間 （自 平成27年4月1日 至 平成27年6月30日）              （単位：千円）  

（注）ガス工事事業の売上高は、工材販売手数料等18,203千円含んでおります。 

 

種類別 前期繰越高 当期受注高 売上高 受注残高 

ガス工事事業 10,677,703 7,080,759 6,453,488 11,304,974 

建築・土木工事事業 2,056,810 1,678,069 487,564 3,247,314 

計 12,734,513 8,758,829 6,941,052 14,552,289 

その他事業 13,066 91,148 96,150 8,063 

合計 12,747,579 8,849,977 7,037,203 14,560,353 
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